
① 服装は自由です。慣れてくるとドロンコ遊び等

沢山しますので､動き易く洗濯し易い物が良い様です

② 運動靴【履き慣れた物】※他に準備する～５）を参照　

③ 通園用ナップサック(お手製、大いに可)

④ 汚れ物を入れる袋(濡れ物･汚れ物を入れる事が多い)

⑤ 箸・箸箱(年少以上は毎日持ち帰ります）

⑥ 子育てノート(時々、園で預かる事があります)

⑦ ハンカチ(無地のガーゼ,もしくはタオル地の物を

　 なるべく持たせてください)

⑧ 名札(入園式に渡します)左胸に忘れずに､付けてね。

５月の末までお互いの名前を覚えるのに使います。

6月～は園で預かり、親の出番日の時に親が付けます

＊子どもの遊びを十分引き出す為、着替えのパンツ・シャツ・

　Tシャツ・ズボン等、園置き用として2組位用意し、園に

　届けてください。園には個人用のタンスがあります。

１）いつも清潔なものを身に付け、着脱しやすい衣服にしてください。

２）持ち物及び衣類(シャツ･パンツ･くつ下にも)には、全部ひらがなで「なまえ」を付けて

　　下さい｡特に履物や雨具は名前を忘れたり消え易かったりしますので､注意して下さい。

３）住所・電話番号・勤務先など、変わったら速やかに園に連絡して下さい。

４）送迎の時間を利用して、園の職員とは何でも気軽にお話し下さい。

５）外履きは履きなれた運動靴を履きましょう。サンダルは活動し難いので、履かせないで

　　下さい。但し、夏季についてはビーチサンダル(鼻緒の付いた物)の使用もしています。

６）ハンカチやチリ紙、カットバンまでが、キャラクターの絵のついた物が、多く出回って

　　います。しかし、遊びの道具の１つとしてではなく、本来の使われ方を私たちは

　　子ども達に伝えたいと考えています。無地の物を努めて（意識して）ご用意下さい。

７）帽子も自由です｡夏の麦わら帽子､冬の毛糸の帽子など必要に応じて使い分けて下さい。

　　但し。６）と同じ理由から、キャラクターの入った帽子は、できれば避けて下さい。

※子どもたちの持ち物に関しましては、「自分で自分の物が、扱えること」を

　考えながら、作ってみてください。それでも、寸法通りに出来なかったとか

　探したけれど、見つからなかったなどあるかもしれませんが、大丈夫ですよ。

　　使っていく中で、保育園と情報交換をしながら調整していけます。
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運動靴【履き慣れた物】※他に準備する～５）を参照　

下図を参照して作って下さい。（図は全て出来上がり寸法です）

＊家庭にある子ども用ふとんで結構です。もし、新しい布団を作るようでしたら、概ね

　下図の寸法で、子どもの体のためにも、薄く作って下さい。

＊布団はシーツやカバーを洗濯する事もあります｡布団その物にも直接名前を記入下さい｡

＊シーツや敷布団が中に入る袋状になったもので、取り外しができる出来るように、

　チャックやスナップ・ヒモなどを脇につけて下さい。

＜　お 昼 寝 の 布 団　＞

子どもが夢中になるキャラクターですが、実は、子どもに興味を向けてもらう為に、

どんな色や姿形をしていればいいのか？なんてことが研究されていることを知ってい

ますか？それが、子どもの為に！という研究だったら良いのですが、残念ながら商品

を出来るだけ多くの人に買ってもらう為なのだそうです。私たちは、子ども達がキャ

ラクターに夢中になることを保育の立場から考えた時、好きが故にそれだけに夢中に

なってしまって、広い世界と出会えるチャンスが少なくなってしまうのはもったいな

いと考えています。

そこで、保育園には出来るだけキャラクターを持ち込まないご協力をお願いして

います。
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＊ナップサックですが、市販のリュックサックになった物は上部が狭く、大きな物を

　持帰る際に入らない物が多いので､いわゆるナップサックとして市販されている形

　(35×40cm程度の物）が良い様です｡下図の様な背中にフィットするように工夫

　されたナップサックを先輩お母さんが考えました。手作りの物なら調整し易いですね。

　挑戦してみて下さい。

＜　通園用ナップサックについて　＞　
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☆名前が無くて　迷子の衣類が
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☆名前が無くて　迷子の衣類が
毎年

出ます。

　　特にパンツ・シャツには前側の

図の場所へ、マジックで

ハッキリと書いてください。

　　＊名前の場所が色々だと、捜すのに

一苦労です。ご協力願います。

　　＊色物の衣類は、特に名前を書く

のに工夫が要りますね。特に

靴下は宜しくお願いします｡

本当にたくさん
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